
金
価
格
の
上
昇
が
止
ま
ら

な
い 。
国
際
相
場
は
米
国
市

燭
の
金
先
物
が
1

心
戎
2
3

0
0

店
を
超
え 、
国
内
で
は

指
標
に
な
る
田
中
貴
金
瞑
エ

業
の
小
売
価
格
が
1

洛
1

万

2
0
0
0
円
を
上
回
っ

た 。

連
日
の
よ
う
に
呈
高
値
を
吏

新
し
て
い
る 。

価
格
を
中
長
期
に
押
し
上

げ
て
い
る
要
因
が
新
興
国
の

中
央
銀
行
や
現
物
の
投
資
家

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い 。
こ
こ
3
i
4

年
は
胚
史

的
に
金
投
資
に
無
聘
心
だ
っ

た
米
国
の
個
人
需
要
も
旺
盛

、こ。
ナ’

米
国
で
貴
金
属
投
資
と
い

え
ば
硬
貨
や
装
飾
品
の
素
材

と
し
て
な
じ
み
が
深
い
銀
が

定
番
だ 。
銀
を
好
む
志
向
は

今
も
変
わ
ら
な
い 。
た
だ 、

イ
ン
フ
レ
の
脅
威
が
高
ま
る

と
金
地
金 、
金
貨
と
い
っ

た

現
物
の
金
買
い
が
目
立
つ
よ

う
に
な
っ

た 。

国
際
的
な
調
査
機
関
の
ワ

ー
ル
ド・

ゴ
ー

ル
ド・

カ
ウ

ン
シ
ル
(
W
G
C)
の
統
計

で 、
19
年
に
20
5
弱
だ
っ

た

米
国
の
現
物
投
蛮
（
金
地
金

金の高騰支える米国人の買い

と
金
貨
の
合
計）
は
20
年
に

69
迂
ま
で
増
え 、
21
年
に
は

約
1
1
6

吠
ま
で
拡
大
し

た 。
金
投
資
の
流
れ
は
変
わ

ら
ず 、
昨
年
ま
で
3

年
連
続

で
1
0
0

此
を
上
回
っ

た 。

高
水
準
の
金
投
資
が
継
続
す

る
の
は
異
例
だ 。

日
本
四
金
属
マ
ー

ケ
ッ
ト

協
会
の
池
水
雄一
代
表
理
事

は
イ
ン
フ
レ
の
街
威
だ
け
で

な
く
「
地
方
に
住
む
人
の
生

活
を
支
え
る
金
融
機
関
の
経

営
破
綻
を
見
て 、
資
産
を
守

ろ
う
と
す
る
意
識
が
高
ま
っ

た」
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
る 。

米
地
銀
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

バ

ン
ク
(
S
v
B)
が
破
綻
し

た
昨
年
3

月
に
は
銀
行
に
人

々
が
詰
め
か
け
た 。

編集委員志田富雄

米国の金現物投資が拡大

トン

レ
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現物投資

こ
う
し
た
混
物
翫
要
に
応

え
る
よ
う
に
流
通
大
手
の
コ

ス
ト

コ
や
ウ
ォ

ル
マ
ー
ト

が

昨
年
か
ら
金
地
金
の`
ネ
ッ
ト

販
売
に
乗
り
出
し
た 。
米
C

N
N
な
ど
の
報
道
に
よ
れ

ば 、
コ
ス
ト

コ
で
の
金
地
金

販
売
は
会
鑽
1

人
あ
た
り
2

個
ま
で
と
い
う
制
限
付
き
に

も
か
か
わ
ら
ず
短
時
問
で
売

り
切
れ
る
ほ
ど
の
人
気
だ 。

池
水
氏
は
ヘ
ッ

ジ
フ
ァ
ン

ド
な
ど
は
利
上
げ
局
面
で
定

右
通
り
金
売
り
に
傾
い
た
と

指
摘
す
る 。
W
G
C
の
集
計

で
も 、
金
上
場
投
汽
信
託
(

E

T
F)
の
売
買
は
米
国
が
急

速
な
利
上
げ
を
進
め
た
22
年

か
ら
欧
米
の
フ
ァ
ン
ド

を
中

心
に
売
却
超
が
自
立
つ 。
そ

米株と「同額」運用も台頭
れ
で
も
金
相
場
が
あ
ま
り
下
運
用
す
る
「
T
r
a
c
e
r

げ
な
か
っ

た
の
は 、
新
興
国
s

s
&
p
5
0
0
ゴ
ー

ル

の
中
央
銀
行
と
米
国
を
含
む
ド

プ
ラ
ス」
の
運
用 、
販
売

個
人
の
「
草
の
根
の
宣
い」

を
始
め
た 。

が
あ
っ

た
か
ら
だ 。

金
価
格
は
遥
常 、
株
式
や

森
田
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
の
森
債
券
と
相
関
性
が
低
い 。
さ

田
隆
大
代
表
は
「
銀
は
投
賓
ら
に 、
W
G
C
の
分
析
で
は

で
収
益
を
求
め
る
傾
向
が
強
米
株
価
が
大
蝠
に
上
昇
す
る

い
の
に
対
し 、
金
を
買
う
人
場
面
で
は
金
価
格
は
上
が
り

々
に
は
賓
産
を
守
る
と
い
う
(

IE

の
相
閲）

、
急
落
塙
面

意
識
が
高
い」
と
話
す 。
ア
で
は
逆
に
金
価
格
が
上
が
り

ジ
ア
地
域
な
ど
で
も
金
の
需
や
す
い
（
貧
の
相
関）

。
こ

給
統
計
で「
ジ
ュ

エ
リ
ー（

宝
れ
ま
で
も
分
散
投
資
先
と
し

飾
品）
」
に
区
分
さ
れ
る
も
て
金
は
有
効
と
さ
れ
て
き

の
に
資
産
と
し
て
の
怠
昧
合
た 。

い
を
持
つ
需
要
は
多
い 。

驚
く
の
は 、
多
く
の
金
融

金
相
場
を
押
し
上
げ
る
大
概
関
が
現
在
推
奨
す
る
の
は

き
な
変
化
は
金
融
市
場
に
も
米
株
式
と
ほ
ぼ
同
額
を
金
に

あ
る 。
投
資
家
に
米
国
株
式
振
り
向
け
る
連
用
だ 。
「
機

と
金
の
分
散
投
豆
を
勧
め
る
関
投
資
家
で
運
用
資
産
の
数

金
融
機
関
が
増
え
た 。
国
内
％ 、
個
人
で
も
2

割
前
後
ま

で
も
ス
イ
ス
の
迦
用
大
手 、

で」
と
い
う
従
来
の
配
分
の

ピ
ク
テ
を
筆
頭
に
マ
ネ
ッ

ク
常
識
を
疲
す 。

ス
証
券
な
ど
が
運
用
に
金
を

ピ
ク
テ・
ジ
ャ

パ
ン
の
塚

組
み
込
む
分
散
効
果
を
紹
本
卓
治•
投
資
戦
略
部
長
は

介 。
金
投
資
を
利
用
す
る
投
「
長
期
的
な
金
利
低
下
局
面

賓
信
託
は
ピ
ク
テ
の
「
ポ
ラ
で
は
抹
式
と
債
券
が
運
用
の

リ
ス」
だ
け
で
な
く 、
日
興
主
役
で
金
は
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
ブ
（
代
替）
資
産
と
い
う
位

22
年
夏
に
米
国
株
式
と
ニ
ュ

露
づ
け
だ
っ

た 。
し
か
し 、

ー
ヨ
ー

ク
市
場
の
金
先
物
で
経
済
や
国
際
情
勢
の
不
確
実

性
が
高
ま
る
中
で
金
は
慨
券

と
肩
を
並
べ
る
投
資
の
主
役

に
な
っ

た」
と
説
明
す
る 。

金
市
娼
に
は
地
上
在
庫
と

い
う
概
念
が
あ
る 。
宝
飾
品

や
坤
金
と
し
て
糠
み
上
が
っ

た
量
で 、
鉱
山
産
出
弼
の
累

計
か
ら
推
定
す
る 。
W
G
C

の
調
べ
で
23
年
末
の
在
庫
星

は
21
方
2
5
8
2
此
あ
り 、

時
価
換
算
す
る
と
2
3
0
0

兆
円
を
超
す 。
鉱
山
産
出
星

は
直
近
で
も
年
3
6
0
0

吠

ほ
ど
で 、
規
模
拡
大
を
け
ん

引
す
る
の
は
相
揚
上
昇
だ 。

米
証
券
業
金
融
市
揚
協
会

(
S
I
F
M
A)
の
調
べ
で

世
界
の
株
式
市
場
の
規
模

（
時
価
総
額）
は
22
年
時
点

で
お
よ
そ
1
0
0

兆
訪
あ

り 、
債
券
市
場
は
1
3
0

兆

誌
近
い 。
両
者
と
比
べ
れ
ば

金
市
塙
は
ま
だ
小
さ
い 。
米

株
と
の
分
散
投
賓
や
債
券
か

ら
金
へ
賓
金
移
動
な
ど
が
広

が
れ
ば 、
個
人
の
資
涯
防
衛

や
中
央
銀
行
の
相
み
増
し
と

併
せ
て
金
の
相
対
的
な
存
在

感
は
さ
ら
に
増
す 。

許諾番号30098390  日本経済新聞社が記事利用を許諾しています。

掲載日叩叫年旧月08日日本経済新聞 朝刊013ページ©日本経済新聞社無断複製転載を禁止します。




